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誓
ひ
す
ぐ
な
る
神
詣
で
。
〳
〵
。
宮
路
や
絶
え
せ
ざ
る
ら

ん
。

そ
も
そ
も
是
は
藤
原
の
俊
家
と
は
我
事
な
り
。
さ
て
も
和

州
春
日
の
明
神
は
。
氏
の
神
に
て
御
坐
候
ふ
程
に
。
此
度

参
詣
仕
り
。
七
堂
の
順
礼
事
終
り
。
今
は
下
向
道
な
れ
ば
。

宇
治
よ
り
川
舟
に
乗
り
。
伏
見
の
社
に
参
詣
申
さ
ば
や
と

存
じ
候
。

朝
日
影
。
さ
す
や
三
笠
の
山
高
み
。
〳
〵
。
佐
保
の
川

「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行

シ
テ
、ツ
レ
一
声

ツ
レ

二
人

シ
テ
サ
シ

霧
立
ち
こ
め
て
。
梢
の
秋
も
猶
深
き
。
四
方
の
詠
め
も
時

め
き
て
。
猶
行
く
末
は
泉
川
。
河
風
さ
む
み
宇
治
の
里
。

過
ぐ
れ
ば
是
ぞ
程
も
な
く
。
伏
見
山
に
も
着
き
に
け
り
。

〳
〵
。

異
色
は
し
を
る
ゝ
露
の
翁
草
。
花
ひ
と
り
な
る
気
色
か
な
。

是
も
山
路
の
秋
な
れ
や
。

伏
見
の
沢
の
秋
の
水
。

そ
れ
世
界
に
於
て
国
の
数
。
其
品
多
き
人
界
な
れ
ど
も
。
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生
ま
れ
て
安
き
瑞
穂
の
国
。
海
原
や
波
静
か
な
る
八
島
潟
。

天
照
神
の
御
末
を
受
け
。
代
々
の
天
皇
国
を
治
め
。
民
静

か
な
る
我
等
ま
で
も
。
皆
朝
恩
の
故
ぞ
か
し
。
殊
更
に
こ
ゝ

は
所
も
九
重
に
。
近
き
伏
見
の
宮
造
り
。
古
き
に
か
へ
る

政
事
。
道
あ
る
御
代
の
其
た
め
し
。
唯
然
る
べ
き
時
と
か

や
。

幣
取
り
持
ち
て
手
向
草
。
い
く
年
々
の
秋
な
ら
ん
。

す
べ
ら
ぎ
の
。
万
代
ま
で
に
ま
さ
り
草
。
〳
〵
。
盛
り
栄

「「「「「
二
人

下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ゆ
く
御
影
山
。
誰
も
頼
み
を
か
け
ま
く
も
。
か
た
じ
け

な
し
や
民
と
し
て
。
そ
ら
恐
ろ
し
き
地
の
恩
。
又
天
の
恐

れ
数
々
に
。
漏
る
ゝ
事
な
き
此
君
の
。
幾
久
し
さ
も
限
ら

れ
ず
。

如
何
に
是
な
る
老
人
。
御
事
を
見
れ
ば
柴
取
り
や
ら
ん
と

見
る
所
に
。
ま
こ
と
に
盛
な
る
白
菊
の
。
異
な
る
花
の
種

と
見
え
た
り
。
此
花
の
在
所
ゆ
か
し
く
こ
そ
候
へ
。

さ
ん
候
此
白
菊
は
。
伏
見
山
の
谷
水
の
辺
に
候
ひ
し
を
。
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神
に
手
向
の
為
め
に
手
折
り
持
ち
て
候
。

う
た
て
や
な
所
か
ら
な
る
花
と
申
し
。
し
か
も
老
人
が
持

ち
た
る
花
な
る
を
。
な
ど
や
翁
草
と
は
召
さ
れ
候
は
ぬ
。

御
心
な
き
や
う
に
こ
そ
候
へ
。

実
に
〳
〵
菊
を
ば
翁
草
と
も
申
す
と
か
や
。
又
所
か
ら
な

る
花
と
申
す
は
。
此
伏
見
の
里
に
翁
草
を
。
よ
み
た
る
在

所
の
有
る
や
ら
ん
。

い
や
此
伏
見
の
里
を
。
必
ず
歌
人
の
よ
み
た
る
在
所
に
て

「「「「「
ツ
レ

ワ
キ

シ
テ

ツ
レ

シ
テ

は
な
け
れ
ど
も
。
昔
し
伏
見
の
翁
と
云
ひ
し
人
。
一
花
を

捧
げ
此
伏
見
山
に
出
来
す
。
彼
翁
国
の
助
け
と
な
り
し
よ

り
。
世
上
に
於
て
其
名
を
得
た
り
。

其
上
伏
見
の
翁
の
事
。
禁
裏
雲
井
の
上
人
こ
そ
。
尤
知
し

召
さ
る
べ
け
れ
。

古
へ
桓
武
天
皇
の
。
此
伏
見
の
里
に
宮
作
り
せ
し
に
。
翁

一
人
顕
は
れ
い
で
ゝ
。
一
首
の
歌
を
申
し
ゝ
か
ば
。
帝
叡
感

甚
し
く
し
て
。
伏
見
の
翁
と
召
さ
れ
し
よ
り
。
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さ
れ
ば
昔
の
伏
見
の
翁
の
。
嘉
例
に
任
せ
て
此
里
に
。

今
も
か
は
ら
で
此
尉
が
。
よ
し
有
り
顔
に
持
ち
た
る
花
を
。

翁
草
と
は
召
さ
れ
ず
し
て
。
唯
白
菊
と
御
覧
ぜ
ば
。
せ
め

て
は
ま
さ
り
草
と
な
り
と
も
。
な
ど
御
賞
翫
な
か
る
ら

ん
。

実
に
や
名
所
に
住
む
人
と
て
。
世
の
常
な
ら
ぬ
心
言
葉
。

理
す
ぐ
る
有
様
な
り
。
そ
も
此
花
を
手
向
と
は
。
如
何

様
当
社
の
為
め
な
る
べ
し
。
い
で
此
宮
居
は
い
づ
れ
の
神

「「「「「「「「「
ツ
レ

シ
テ

二
人

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ぞ
。

是
は
桓
武
の
御
願
所
。
伊
勢
の
御
札
の
宮
居
と
て
。
御
名

も
替
は
ら
ぬ
霊
社
な
り
。

実
に
〳
〵
聞
き
し
に
か
は
ら
ず
し
て
。
粧
ひ
異
な
る
宮
柱

の
。

鳥
居
も
朱
の
玉
垣
に
。

玉
の
村
菊
立
て
添
へ
て
。

神
前
に
捧
ぐ
る
手
向
草
の
。
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其
草
の
名
も
。

尉
が
名
を
も
。

白
菊
の
。
花
や
伏
見
の
翁
草
。
〳
〵
。
白
木
綿
添
へ
て
小

忌
衣
の
。
宜
禰
が
立
ち
舞
ふ
粧
ひ
。
神
感
に
た
へ
ぬ
納
受

も
。
さ
ぞ
な
と
思
ふ
夕
神
楽
。
夜
を
待
つ
か
月
の
都
人
。

ま
づ
御
神
拝
候
へ
。
〳
〵
。

猶
々
伏
見
の
翁
の
事
委
し
く
御
物
語
り
候
へ
。

そ
も
〳
〵
伏
見
の
翁
の
事
。
名
も
久
方
の
天
照
ら
す
。
神

「「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ地

ワ
キ
詞

地
ク
リ

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

ク
セ

の
代
よ
り
の
末
受
け
て
。
君
道
を
守
る
た
め
し
と
か
や
。

然
れ
ば
人
皇
代
々
を
経
て
。
時
雨
降
り
置
け
る
楢
の
葉
の
。

名
に
お
ふ
宮
路
正
し
く
て
。
移
り
行
く
な
り
雲
の
上
。
花

の
都
の
春
の
空
。
平
安
城
に
治
ま
れ
り
。

中
に
も
伏
見
の
宮
作
り
。

国
家
を
守
る
神
心
。
知
る
や
阿
古
根
の
浦
ま
で
も
。
四
海

の
波
は
静
か
な
り
。

人
皇
五
十
代
。
桓
武
天
皇
の
御
宇
か
と
よ
。
当
国
伏
し
見
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て
の
。
里
に
移
ら
せ
給
ひ
て
。
大
宮
作
り
始
め
つ
ゝ
。
皇

居
を
定
め
給
ひ
し
に
。
伏
見
の
翁
は
顕
は
れ
て
。
い
ざ
こ
ゝ

に
。
我
世
は
経
な
ん
菅
原
や
。
伏
見
の
里
の
荒
れ
ま
く
も

惜
し
と
。
詠
め
け
る
と
か
や
。
其
後
巫
に
託
し
つ
ゝ
。
猶

重
ね
て
の
詔
。
我
は
神
風
や
。
伊
勢
の
阿
古
根
の
浦
の
波
。

治
ま
る
御
代
の
為
め
な
ら
ん
。
伏
見
に
見
そ
な
は
し
て
。

君
辺
に
住
む
べ
し
と
の
。
御
神
勅
に
任
せ
つ
ゝ
。
大
宮
作

り
し
給
へ
り
。

「「「
シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

そ
も
〳
〵
伏
見
と
い
ふ
事
は
。

ま
づ
我
朝
の
総
名
に
て
。
伊
奘
諾
伊
奘
冊
の
。
天
の
岩
座

の
苔
莚
に
。
伏
し
て
見
て
し
国
な
れ
ば
。
伏
見
と
名
づ
け

給
ふ
な
り
。
さ
れ
ば
に
や
。
国
富
み
民
豊
か
に
て
。
誰
も

我
世
に
合
竹
の
。
伏
見
の
里
を
。
守
ら
ん
と
の
御
誓
ひ
。

百
王
万
歳
に
。
平
の
都
な
る
べ
し
。

実
に
や
伏
見
の
い
に
し
へ
の
。
〳
〵
。
神
の
祭
の
夜
神
楽
に
。

心
を
述
ぶ
る
有
難
や
。
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折
節
月
晴
れ
て
。
和
光
の
影
も
明
ら
け
き
。
い
に
し
へ
の

宮
は
じ
め
。
伏
見
の
夢
を
お
ぼ
す
な
よ
。

夢
の
伏
見
の
宮
は
じ
め
。
其
代
を
今
に
顕
は
し
て
。

磨
き
添
へ
た
る
玉
殿
に
。

今
の
翁
の
。

立
つ
と
見
れ
ば
。

天
よ
り
金
色
の
光
り
さ
し
て
。
此
庭
に
満
ち
〳
〵
て
。
伏

見
の
里
の
。
あ
れ
ま
く
も
惜
し
と
思
ふ
故
。
又
宮
作
り
改

「「「「「「「「

シ
テ
、ツ
レ地

二
人地

二
人地

ワ
キ
歌

後
ジ
テ

め
た
り
。
我
は
伏
見
の
翁
な
る
が
。
御
代
を
守
り
申
す
な

り
。
君
は
千
代
ま
せ
千
代
ま
せ
と
。
申
し
捨
て
ゝ
失
せ
に

け
り
や
。
申
し
捨
て
ゝ
失
せ
に
け
り
。
（
中
入
）

受
く
る
や
神
の
御
心
を
。
〳
〵
。
白
木
綿
花
の
色
々
に
。

神
楽
の
鼓
声
す
み
て
。
月
も
異
な
る
今
宵
か
な
。
〳
〵
。

あ
ら
有
難
の
宮
作
り
や
。
我
を
ば
誰
と
か
思
ふ
。
御
代
を

守
り
の
聖
賢
に
は
。
伏
見
の
翁
と
顕
は
れ
。
神
道
に
て
は

伊
勢
の
海
。
阿
古
根
の
浦
に
宮
居
し
て
。
古
今
妙
文
の
詠
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を
の
べ
ん
。
か
ざ
は
へ
の
神
と
は
我
事
な
り
。

実
に
有
難
や
今
宵
し
も
。
空
晴
れ
雲
も
収
ま
り
て
。
明
々

と
あ
る
夜
神
楽
に
。

焚
く
や
庭
火
も
照
り
添
ひ
て
。
重
な
る
霜
の
木
綿
畳
。

満
て
る
や
花
も
村
菊
の
。

紫
の
雪
。

緑
の
空
の
。

月
澄
む
や
伏
見
の
沢
の
秋
の
水
。

「「「「「「「「「「「
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ

竹
田
も
見
え
て
稲
葉
の
雲
の
。

深
草
の
野
べ
稲
荷
山
の
。

紅
葉
の
秋
も
柳
桜
の
。
花
の
都
は
曇
り
も
な
く
。
見
え
た

り
〳
〵
や
。
平
安
城
の
お
も
し
ろ
や
。

早
曙
の
天
の
戸
に
。
光
り
を
添
へ
て
有
明
の
。
月
澄
み
渡

る
め
で
た
さ
よ
。

も
と
よ
り
も
。
我
代
は
経
な
ん
菅
原
や
。
〳
〵
。
伏
見
の

里
を
守
ら
ん
と
。
又
此
山
に
顕
は
れ
。
伏
見
の
翁
な
る
と
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か
や
。

実
に
有
難
き
神
の
代
の
。
昔
を
今
に
か
へ
す
な
る
。

其
海
原
の
波
の
露
。

こ
り
か
た
ま
り
し
種
な
れ
や
。

今
も
ゆ
る
が
ぬ
秋
津
根
の
。

其
神
の
代
の
。

物
語
り
。

伊
奘
諾
伊
奘
冊
の
。
岩
枕
に
臥
し
て
。
見
出
だ
し
た
り
し

「「「「「「「
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

故
に
。
伏
見
と
此
国
を
。
名
づ
け
そ
め
ら
れ
し
神
の
代
の
。

跡
明
ら
か
に
今
ま
で
。
天
下
泰
平
の
政
事
。
絶
え
ぬ
伏
見

の
翁
草
の
。
雪
を
廻
ら
す
や
舞
の
袖
。
万
歳
の
御
代
に
か

へ
ら
ん
。
〳
〵
。

底
本
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
謡
曲
評
釈 

第
六
輯
』
大
和
田
建
樹 

著

1819


